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令和６(2024)年度事業について

(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討①

昨年度から引き続き、宇都宮大学の「地域プロジェクト」に地域パートナーとして参画している
今年度の課題は、「県民の行動変容促進のため、県民や事業者の声を集め、気候変動の危機を具体的に情報
発信する方法の検討･提案」

前半は、具体的な実施内容を検討 後半で実際に活動

本日の
発表内容

※1/14にポスターセッション実施

※
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令和６(2024)年度事業について

(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討②

学生のアイデアにより、「県民が日頃感じている気候変動の影響」についてイベントや観光地で聞き取り調査を実施
調査に当たっては日傘のレンタルを同時に行い、熱中症対策の普及啓発を併行して実施

①2024うつのみや花火大会(宇都宮市)
②日光東照宮周辺・日光駅周辺(日光市)
※8～9月に実施

場所と時期

①10名
②49名回答数

職業、日頃感じている気候変動の影響、
実際に行っている熱中症対策 等設問

①聞き取り調査の概要

学生による調査結果のまとめ及び情報発信の提案

②収集した県民の声

声の内容場面
・冷房を長く稼働しているため電気代が高い
・外出が億劫

日常生活

・園児を外で遊ばせられない（保育園）
・外で体育ができない（学校）
・外の作業が大変（工事現場）
・病室の温度管理が大変（病院）

仕事

③まとめと提案
「暑さ」による影響を感じている県民の声が多数収集されたことを踏まえて、
効果的な熱中症対策として日傘利用の普及啓発が提案された。

多くが「暑さ」による影響を訴える声であった。以下は一部抜粋。

大学生の発表資料の一部
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令和６(2024)年度事業について

(2) 気候変動適応法改正に伴う県の対応

住民が利用しやすい民間施設にクーリングシェルター設置について協力を依頼
クーリングシェルターとして指定可能な県有施設を集約し、市町に情報提供

①民間施設への協力依頼
• 県が民間施設を訪問し、制度内容を説明した上、協力を依頼

例：スーパーマーケット、家電量販店、ドラッグストア
• 協力可能な民間企業について、市町に情報提供

民間施設 218か所指定（R6.12.31 時点）

⇒市町のクーリングシェルター指定を支援

▲クーリングシェルターとして指定予定の県有施設の一例

栃木県庁１階県民ロビー

総合受付

ベンチ

栃木市内のスーパーマーケット（イートインスペース）

▲クーリングシェルターとして指定された民間施設の一例

②県有施設のクーリングシェルターとしての指定
• クーリングシェルターとして指定可能な県有施設(※)を集約し、市町に情報提供

• 現在、クーリングシェルターの指定に関する協定の締結を調整中

◆ 次年度の熱中症警戒アラート運用期間にはクーリングシェルターとして稼働予定

※ 地方合同庁舎等

〔そのほかの動き〕
•市町から企業への働きかけ ⇒ 地元スーパーマーケット、郵便局、調剤薬局などに拡大
•企業から市町への働きかけ ⇒ 車販売店などに拡大
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令和６(2024)年度事業について

(3) その他の普及啓発
X(旧Twitter)アカウントで熱中症対策に役立つ情報を積極的に発信

栃木県気候変動適応センター通信(※1)で熱中症対策情報をピックアップ
民生委員を活用し、高齢者に対して熱中症対策リーフレット(※2)を配布

▲熱中症警戒アラートの発表を周知

▲気象庁の早期天候情報をお知らせ

※1 気候変動による影響や適応策に関する情報を発信。不定期に発行。

Ｘのポスト（一例） 栃木県気候変動適応センター通信（一例）

※2 熱中症のリスクや予防策等に関する情報を掲載。

熱中症対策リーフレット

▲熱中症搬送者数（時期別、年齢層別、場所別）、暑さ指数が高く
なる時間帯、予防につながる行動 等



栃木県気候変動適応センター

X（旧Twitter ）をチェック！


